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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第89期

第１四半期
連結累計期間

第90期
第１四半期
連結累計期間

第89期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 1,033,579 1,820,901 5,803,480

経常利益 (千円) 41,955 404,638 852,054

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 27,875 289,402 592,068

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 23,540 290,968 583,724

純資産額 (千円) 5,587,978 6,304,059 6,103,092

総資産額 (千円) 8,322,091 9,153,395 9,176,594

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 4.34 45.02 92.10

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 67.1 68.5 66.2
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における工作機械業界は、受注総額が20ヵ月連続の1,000億円超となり、また、内需に

ついては17ヵ月連続、外需については19ヵ月連続の前年同月比増となるなど、高い水準で推移しました。今後は、

要素部品の納期の長期化や、米国の通商政策による世界経済の硬直化などのリスクについて注視する必要があるも

のの、引き続き高水準の受注が継続するものと見込まれております。

このような経済環境下、当社は金型関連研削盤の主力製品であるSPGシリーズ、切削工具関連研削盤の主力製品で

あるAPXシリーズを中心に、各分野の製品について積極的な受注・販売活動を行ってまいりました。APX-105、GIG-

202、iPG-Xといった新機種についてもユーザーから高い評価をいただいており、第２四半期以降のさらなる受注・

販売の増加を目指してまいります。また、11月に開催予定のJIMTOF出展に向けた製品の研究開発にも取り組んでお

ります。

海外展開につきましては、５月に米国の営業拠点としてアメリカノースカロライナ支店を開設し、米国における

市場開拓や販売促進及びサービスの拡大を図っております。欧州地域においては、引き続きドイツのHAAS社との販

売提携契約を継続し、欧州の切削工具メーカーへの販売拡大に取り組んでおります。アジア地域においても、当社

製品のシェアの拡大やアフターサービスの拡充を図るほか、台湾の連結子会社である和井田友嘉精機有限公司を活

用した生産体制の強化に引き続き取り組んでおります。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,820百万円（前年同期比76.2%増）、営業利益は399百万円（前

年同期は33百万円）、経常利益は404百万円（前年同期比864.4%増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は289百

万円（前年同期比938.2%増）となりました。

品目別に業績を示すと、次のとおりであります。

(金型関連研削盤)

　中国向けの販売が増加したものの、その他の地域については横ばいまたは減少し、結果として売上高は565百万円

（前年同期比2.0％減）となりました。金型関連研削盤の売上高は当社グル―プの総売上高の31.0％を占めておりま

す。

(切削工具関連研削盤)

　国内及び海外の全ての地域において販売が増加し、売上高は973百万円（前年同期比387.9％増）となりました。

切削工具関連研削盤の売上高は当社グループの総売上高の53.5％を占めております。

(その他の機械)

　NCプロッター（作図機）等の機械については、売上高は33百万円（前年同期比413.8％増）となりました。その他

の機械の売上高は、当社グループの総売上高の1.8％を占めております。

(アフターサービス)

　アフターサービス(有償修理)及びメンテナンス部品については、売上高は248百万円(前年同期比0.7％減)となり

ました。アフターサービスにおける売上高は、当社グループの総売上高の13.7％を占めております。
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(2) 財政状態の分析

総資産は、前連結会計年度末に比べ23百万円減少し、9,153百万円となりました。これは、主として受取手形及び

売掛金が130百万円減少したことなどによります。

負債は、前連結会計年度末に比べ224百万円減少し、2,849百万円となりました。これは、主として未払法人税等

が217百万円減少したことなどによります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ200百万円増加し、6,304百万円となりました。これは、主として利益剰

余金が199百万円増加したことなどによります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更はあり

ません。

 

(4) 研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は72百万円であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,028,000 7,028,000
東京証券取引所

JASDAQ
(スタンダード)

単元株式数は100株であります。

計 7,028,000 7,028,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年４月１日～
平成30年６月30日

― 7,028,000 ― 843,300 ― 881,244
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成30年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 ― ―

599,300

完全議決権株式(その他)
普通株式

64,274 ―
6,427,400

単元未満株式
普通株式

― ―
1,300

発行済株式総数 7,028,000 ― ―

総株主の議決権 ― 64,274 ―
 

(注) １ 当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成30年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が49株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成30年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
岐阜県高山市片野町2121 599,300 ― 599,300 8.52

株式会社和井田製作所

計 ― 599,300 ― 599,300 8.52
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、新日本有限責任監査法人は、名称変更により、平成30年７月１日をもって、EY新日本有限責任監査法人とな

りました。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,058,944 3,118,327

  受取手形及び売掛金 ※2  1,704,862 ※2  1,574,155

  商品及び製品 73,867 143,736

  仕掛品 1,423,738 1,490,831

  原材料及び貯蔵品 509,262 514,441

  その他 86,167 76,034

  貸倒引当金 △15 △14

  流動資産合計 6,856,826 6,917,512

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 670,658 652,887

   機械装置及び運搬具（純額） 179,143 168,729

   土地 853,090 853,090

   リース資産（純額） 132,464 120,942

   その他（純額） 24,231 23,856

   有形固定資産合計 1,859,589 1,819,506

  無形固定資産 15,585 14,268

  投資その他の資産   

   投資有価証券 294,677 291,833

   繰延税金資産 116,510 78,686

   その他 33,404 31,588

   投資その他の資産合計 444,592 402,108

  固定資産合計 2,319,767 2,235,883

 資産合計 9,176,594 9,153,395
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※2  797,580 ※2  824,818

  短期借入金 124,747 211,296

  1年内返済予定の長期借入金 252,399 227,903

  リース債務 42,545 40,656

  役員賞与引当金 70,500 -

  未払法人税等 297,797 80,195

  その他 384,593 412,957

  流動負債合計 1,970,163 1,797,827

 固定負債   

  長期借入金 767,395 716,470

  長期未払金 49,030 49,030

  退職給付に係る負債 189,190 198,332

  長期リース債務 97,722 87,674

  固定負債合計 1,103,338 1,051,507

 負債合計 3,073,502 2,849,335

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 843,300 843,300

  資本剰余金 881,244 881,244

  利益剰余金 4,668,708 4,868,109

  自己株式 △406,732 △406,732

  株主資本合計 5,986,519 6,185,921

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 78,436 75,917

  為替換算調整勘定 10,950 10,712

  その他の包括利益累計額合計 89,387 86,629

 非支配株主持分 27,184 31,508

 純資産合計 6,103,092 6,304,059

負債純資産合計 9,176,594 9,153,395
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 1,033,579 1,820,901

売上原価 644,682 1,068,145

売上総利益 388,897 752,756

販売費及び一般管理費 354,915 352,962

営業利益 33,982 399,793

営業外収益   

 受取利息 30 26

 受取配当金 3,510 3,709

 受取賃貸料 3,035 1,621

 為替差益 5,645 110

 その他 155 2,183

 営業外収益合計 12,376 7,652

営業外費用   

 支払利息 3,833 2,807

 その他 570 -

 営業外費用合計 4,403 2,807

経常利益 41,955 404,638

特別利益   

 固定資産売却益 499 -

 特別利益合計 499 -

特別損失   

 固定資産売却損 - 0

 固定資産除却損 30 245

 特別損失合計 30 245

税金等調整前四半期純利益 42,425 404,392

法人税、住民税及び事業税 7,123 72,428

法人税等調整額 7,406 38,043

法人税等合計 14,530 110,471

四半期純利益 27,895 293,921

非支配株主に帰属する四半期純利益 20 4,518

親会社株主に帰属する四半期純利益 27,875 289,402
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 27,895 293,921

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △4,239 △2,519

 為替換算調整勘定 △115 △433

 その他の包括利益合計 △4,354 △2,952

四半期包括利益 23,540 290,968

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 23,572 286,644

 非支配株主に係る四半期包括利益 △32 4,323
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【注記事項】

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

１　偶発債務

下記会社のリース会社とのリース契約等に対する債務について債務保証を行っております。

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

昆山卓凡精密模具場 11,415千円 昆山卓凡精密模具場 9,788千円

昆山五環精工模具有限公司 8,783千円 昆山五環精工模具有限公司 7,528千円

昆山慶威精密模具有限公司 7,429千円 昆山慶威精密模具有限公司 6,367千円

その他（３社） 17,088千円 その他（３社） 14,551千円

計 44,717千円 計 38,237千円
 

　

　　※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

受取手形 7,650千円 5,088千円

支払手形 69,891千円 52,520千円
 

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

減価償却費 59,483千円 41,976千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月20日
定時株主総会

普通株式 57,858 9.00 平成29年３月31日 平成29年６月21日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月19日
定時株主総会

普通株式 90,001 14.00 平成30年３月31日 平成30年６月20日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

　当社及び連結子会社の事業は、工作機械の製造・販売業の単一セグメントでありますので、セグメント情報は記

載しておりません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年６月30日)

　当社及び連結子会社の事業は、工作機械の製造・販売業の単一セグメントでありますので、セグメント情報は記

載しておりません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日)

１株当たり四半期純利益 ４円34銭 45円02銭

    (算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 27,875 289,402

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益(千円)

27,875 289,402

    普通株式の期中平均株式数(株) 6,428,706 6,428,651
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 
２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年８月10日

株式会社和井田製作所

取締役会  御中

 

EY新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大　録　宏　行 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 松　岡　和　雄 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社和井田

製作所の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から

平成30年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社和井田製作所及び連結子会社の平成30年６月30日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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